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合
併
後
、
二
十
年
の
歴
史
を
考
え
る 

  

今
年
は
、
戦
後(

昭
和
二
十
年
八
月)
か
ら
数
え
て
七
十
一
年
目
を
迎
え
る
が
、

こ
の
戦
後
の
歴
史
を
ま
と
め
、
振
り
返
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
昭
和
三
十
年
に
一
町
八
か
村
の
合
併
に
よ
り
新
大
子
町
が
誕
生
し
、

新
し
い
「
町
づ
く
り
」
に
努
め
て
い
た
二
十
年
間
、
当
時
の
町
長
や
町
議
会

議
長
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
町
の
施
策
を
行
っ
た
の
か
考
え
て
み
よ
う
。 

 

大
子
地
方
の
合
併
案
に
、
大
子
町
、
上
小
川
村
、
生
瀬
村
の
案
が
あ
っ
た

が
、
昭
和
三
十
年
三
月
、
一
町
八
か
村
の
合
併
に
よ
り
新
大
子
町
が
誕
生
し

た
。
農
業
と
観
光
を
軸
に
し
て
そ
の
発
展
を
図
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
住
民
の

福
祉
の
向
上
を
実
現
す
る
、
こ
れ
が
描
か
れ
た
町
の
将
来
像
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
三
十
四
年
一
月
、
八
代
保
町
長
は
、
「
大
大
子
町
も
、
い
ま
だ
建
設

の
途
上
に
あ
り
、
…
産
業
開
発
に
、
文
教
の
面
に
、
交
通
施
設
に
と
、
…
実

現
を
計
り
、
私
の
常
に
主
張
し
て
居
る
明
る
い
、
楽
し
い
、
豊
か
な
大
子
町

を
実
現
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

昭
和
三
十
七
年
一
月
、
国
谷
順
一
郎
町
長
は
、
「
農
業
と
観
光
は
、
町
づ

く
り
の
二
つ
の
柱
で
あ
り
ま
し
て
、温
泉
郷
を
中
心
と
し
た
観
光
の
開
発
と
、

農
業
の
振
興
発
展
こ
そ
、
い
よ
い
よ
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
農

業
は
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
即
ち
畜
産
、
果
樹
、
園
芸
、

特
産
物
等
へ
の
重
点
的
施
策
こ
そ
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
…

文
教
施
設
の
充
実
と
産
業
、
経
済
、
文
化
の
動
脈
で
あ
る
道
路
、
橋
梁
の
整

備
、
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
総
合
開
発
も
重
要
で
あ
り
、
町
民
の
福
祉
に
つ
な
が

る
」
と
述
べ
、
木
沢
源
蔵
議
長
は
「
農
業
関
係
に
あ
り
ま
し
て
は
和
牛
、
乳

牛
、
果
樹
、
茶
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
重
点
に
、
ま
た
、
観
光
に
お
い
て
は
、
袋

田
、
大
子
、
矢
祭
、
湯
沢
を
結
ぶ
奥
久
慈
温
泉
郷
の
開
発
促
進
の
ほ
か
、
道

路
関
係
で
は
、
大
子
黒
羽
線
、
大
子
氏
家
線
お
よ
び
日
立
大
子
線
の
整
備
そ

の
他
久
慈
川
流
域
の
治
山
治
水
事
業
も
…
実
施
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。 

 

昭
和
四
十
五
年
一
月
、
国
谷
町
長
は
、
「
懸
案
の
統
合
中
学
校
の
建
設
を

は
じ
め
、
農
林
業
構
造
改
善
事
業
、
町
道
農
道
の
整
備
、
簡
易
水
道
の
敷
設

等
、
町
発
展
の
基
盤
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、
ま
た
近
時
重
大
な
社
会
問
題
と

さ
れ
て
い
る
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、
交
通
指
導
員
を
置
き
、
救
急
車

の
設
置
も
実
現
し
、
四
月
か
ら
は
消
防
署
も
発
足
…
ま
た
、
年
々
人
口
が
流

出
し
て
い
わ
ゆ
る
過
疎
化
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
対
策
と
し
て
工

場
誘
致
等
を
積
極
的
に
推
進
い
た
す
べ
く
、た
だ
い
ま
進
行
中
の
も
の
も
二
、

三
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
る
。 

 

昭
和
四
十
八
年
一
月
、
国
谷
町
長
は
、
「
全
国
植
樹
祭
当
町
開
催
が
内
定

す
る
と
い
う
朗
報
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
に
ゃ
く
の
一
昨
年
に
つ
づ
い
て
の

高
値
、
木
材
の
高
騰
な
ど
、
町
経
済
は
活
況
を
呈
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
り

…
中
央
公
民
館
や
町
民
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
町
史
編
さ
ん
委
員
会
が
発
足
す

る
な
ど
、
教
育
文
化
の
面
で
も
画
期
的
な
年
で
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
る
。 

 

昭
和
四
十
九
年
一
月
、
国
谷
町
長
は
、
「
本
年
は
秋
に
は
い
よ
い
よ
茨
城

国
体
が
開
催
さ
れ
、…
奥
久
慈
の
山
々
を
会
場
に
山
岳
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

…
町
づ
く
り
と
し
て
は
、
本
年
は
上
・
下
小
川
統
合
中
、
生
瀬
中
体
育
館
、

依
上
保
育
所
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
町
道
農
道
の
整
備
、
町
営
住
宅
の
建
設
、

簡
易
水
道
の
整
備
等
を
推
進
し
、
田
園
都
市
計
画
、
自
然
休
養
村
計
画
、
土

地
改
良
の
事
業
等
を
実
施
し
、
教
育
を
振
興
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
を
は
か

り
、
生
活
環
境
の
整
備
、
産
業
の
振
興
等
を
重
点
目
標
に
、
住
み
よ
い
豊
か

な
町
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
の
歴
史
を
考
え
、
様
々
な
角
度
か
ら
再
発
見
、
再
評
価
す
る
こ
と
は
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 (

野
内
正
美) 
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大
子
盆
地
の
形
成
と
断
層
活
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

笠
井
勝
美 

  

茨
城
の
県
南
地
方
の
地
下
深
部
に
は
、
日
本
列
島
を
縦
断
す
る
中
央
構
造

線
が
延
び
て
い
ま
す
。
中
央
構
造
線
は
一
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
及
ぶ
日

本
最
大
の
断
層
で
、
西
端
は
熊
本
県
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。
紀
伊
半
島
以

東
で
は
、
現
在
活
動
は
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
西
端
の
熊
本
地
方
で
は
活
動

が
活
発
化
し
て
熊
本
地
震
か
ら
三
ヶ
月
も
余
震
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
震
予

知
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

一 

大
子
町
の
断
層 

 

私
達
の
住
ん
で
い
る
大
子
町
に
も
前
期
白
亜
紀
（
約
一
億
年
前
）
と
中
新
世

代
（
約
一
千
万
年
前
）
の
二
度
活
動
し
た
大
き
な
断
層
が
あ
り
、
現
在
は
活
動

を
休
止
し
て
い
ま
す
。
大
子
町
を
走
っ
て
い
る
断
層
を
大
き
な
順
か
ら
五
ヶ

所
紹
介
し
ま
す
。 

①
棚
倉
破
砕
帯
西
縁
断
層
、
高
倉
と
大
子
町
と
の
境
の
取
上
峠
か
ら
大
子

町
高
柴
を
通
り
、
矢
祭
山
関
岡
に
達
す
る
断
層 

②
八
溝
山
塊
の
東
縁
、
大
子
町
初
原
の
恵
場
ヶ
沢
か
ら
宮
本
を
通
り
、
高

田
南
か
ら
長
崎
に
至
る
断
層 

③
頃
藤
断
層
、
上
小
川
長
福
か
ら
高
部
に
至
る
断
層 

④
黒
羽
断
層
、
栃
木
県
大
田
原
市
黒
羽
か
ら
大
子
町
槙
野
地
釜
の
口
に
至

る
断
層 

⑤
大
子
町
上
岡
大
平
か
ら
浅
川
を
通
り
、
上
郷
に
至
る
断
層 

 

二 

大
子
盆
地
の
形
成 

 

茨
城
の
県
北
地
域
に
は
棚
倉
破
砕
帯
と
い
う
一
級
の
断
層
が
走
っ
て
い
ま

す
。
前
期
白
亜
紀
に
は
断
層
破
砕
が
お
こ
り
、
そ
の
後
中
新
世
の
海
進
に
よ

っ
て
か
な
り
厚
い
地
層
が
海
中
に
堆
積
し
ま
し
た
。
そ
の
後
中
新
世
末
期
に

左
横
ず
れ
断
層
が
再
活
動
し
、
①
の
活
動
に
よ
っ
て
西
方
の
八
溝
山
地
は
南

方
に
移
動
し
て
ず
れ
、
②
の
断
層
が
出
来
ま
し
た
。
①
、
②
の
断
層
活
動
に

よ
っ
て
大
子
盆
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
生
代
の
は
じ
め
に
⑤

の
断
層
の
左
横
ず
れ
活
動
に
よ
っ
て
大
子
町
西
部
の
依
上
方
面
の
平
地
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堆
積
し
た
地
層
が
断
層
活
動
に
よ
っ
て
平
地

と
し
て
形
成
さ
れ
盆
地
に
な
っ
た
も
の
は
、
プ
ル
ア
パ
ー
ト
堆
積
盆
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。 

 

三 

左
貫
小
盆
地
の
形
成 

大
子
町
左
貫
の
盆
地
は
、
④
の
断
層
の
左
横
ず
れ
活
動
に
よ
っ
て
前
期
白

亜
紀
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
雲
厳
寺
の
チ
ャ
ー
ト
層
が
左
貫
の

花
室
神
社
に
つ
な
が
り
、
須
賀
川
の
如
来
沢
の
チ
ャ
ー
ト
層
が
槙
野
地
百
合

ヶ
平
の
チ
ャ
ー
ト
層
に
つ
な
が
る
こ
と
で
証
明
さ
れ
ま
す
。
左
貫
盆
地
の
低

地
は
、
南
方
川
上
の
谷
の
延
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
断

層
の
活
動
時
代
は
八
溝
山
西
縁
の
花
崗
岩
の
貫
入
以
前
の
時
代
で
、
白
亜
紀

以
前
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
ま
す
。 

 

四 

頃
藤
断
層
の
時
代 

③
の
上
小
川
の
断
層
活
動
時
代
は
、
男
体
山
火
山
の
噴
出
時
代
の
中
新
世

（
千
六
百
万
年
前
）
で
、
南
落
ち
の
正
断
層
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
断
層
活

動
に
よ
っ
て
、
男
体
山
、
白
木
山
が
で
き
、
上
小
川
の
平
地
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。 

 
引
用
資
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大
子
町
城
館
跡
探
訪
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
内
智
一
郎 

  

依
上
地
区
の
九
つ
の
城
館
跡
を
踏
査
し
終
え
た
た
め
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で

の
城
館
跡
の
確
認
と
金
資
源
と
の
関
係
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
踏
査
し
終

え
た
依
上
地
区
の
城
館
跡
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

① 

相
川
館
跡 

 
 

（
大
子
町 

相
川 

 

字
落
合
） 

② 

下
金
沢
古
館
跡 

（
大
子
町 

下
金
沢 

字
古
館
一
四
四
二
外
） 

③ 

下
金
沢
未
城
跡 

（
大
子
町 
下
金
沢 

字
未
城
一
〇
六
八
外
） 

④ 

女
倉
館
跡 

 
 

（
大
子
町 

下
金
沢 

字
女
倉
） 

⑤ 

依
上
城
跡 

 
 

（
大
子
町 

塙 
 
 

字
中
城
五
六
四
外
） 

⑥ 

鎌
倉
館
跡 

 
 

（
大
子
町 

上
金
沢 
字
堂
向
） 

⑦ 

八
幡
館
跡 

 
 

（
大
子
町 

上
金
沢 

字
小
屋
） 

⑧ 

館
ノ
沢
館
跡 

 

（
大
子
町 

芦
野
倉 

字
館
ノ
沢
） 

⑨ 

芦
野
倉
城
跡 

 

（
大
子
町 

芦
野
倉 

字
御
城
二
六
七
外
） 

こ
の
九
つ
の
城
館
跡
は
五
つ
の
大
字
の
地
域
に
分
け
ら
れ
、
上
金
沢
に
二
つ
、

下
金
沢
に
三
つ
が
所
在
す
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
依
上
地
区
の
中
に
こ

れ
だ
け
の
城
館
跡
が
遺
さ
れ
て
い
る
そ
の
密
集
性
と
「
金
沢
」
と
い
う
地
名
か

ら
も
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
金
資
源
の
存
在
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
城
館
跡
の
密
集
性
で
あ
る
。
城
館
の
一
つ
一
つ
の
細
か
な
年
代
の
特

定
が
難
し
い
現
状
か
ら
は
、
同
時
期
に
機
能
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
中
世
に
位
置
付
け
ら
れ
る
大
子
町
の
二
九
の
城

館
跡
の
中
で
九
つ
も
の
城
館
跡
が
依
上
地
区
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の

立
地
の
特
殊
性
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
当
地
域
は
下
野
国
と
境
界

を
接
し
て
お
り
、
下
野
方
面
へ
の
前
線
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
依
上
地
区
の
城
館
跡
の
分
布
は
現
在
の
国
道
四
六
一
号
線

沿
い
に
立
地
し
て
お
り
、
那
珂
川
町
（
旧
馬
頭
町
）
へ
抜
け
る
幹
線
道
路
周
辺

に
位
置
す
る
。
那
珂
川
町
馬
頭
地
区
は
武
茂
郷
と
称
さ
れ
、
古
来
よ
り
那
須
、

宇
都
宮
、
白
河
結
城
の
各
氏
が
相
次
い
で
支
配
し
、
戦
国
末
期
に
佐
竹
氏
が
支

配
を
確
立
す
る
。
佐
竹
氏
転
封
の
後
は
水
戸
藩
領
へ
と
引
き
継
が
れ
る
が
、
こ

の
佐
竹
氏
の
武
茂
郷
へ
の
進
出
に
際
し
て
は
、
白
河
結
城
氏
、
那
須
氏
、
佐
竹

氏
に
よ
る
抗
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
こ
の
一
五
〇
〇
年
代
の
抗
争
に
際
し
て
多

く
の
城
館
跡
が
建
設
さ
れ
た
結
果
、
依
上
地
区
に
城
館
跡
が
密
集
す
る
こ
と
に

な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

次
に
金
資
源
に
つ
い
て
で
あ
る
。
金
鉱
床
は
中
世
代
末
期
（
約
六
五
〇
〇
万
年

前
）
に
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
海
底
隆
起
・
浸
食
に
よ
っ
て
金
を
含
む
地
層

が
地
上
付
近
に
現
れ
た
所
に
金
は
産
す
る
。
茨
城
県
と
栃
木
県
の
県
境
に
南
北

に
連
な
る
八
溝
山
地
は
黄
金
山
と
も
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
金
を
産
出
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
た
。
先
述
の
那
珂
川
町
馬
頭
地
区
と
今
回
城
館
跡
を
踏
査
し
た

大
子
町
依
上
地
区
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
特
別
な
土
地
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ

が
抗
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
戦
国
時
代
の
産

金
法
は
、
古
代
よ
り
行
わ
れ
た
砂
金
採
取
に
加
え
、
鉱
山
掘
り
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
川
床
の
土
砂
を
掘
っ
て
水
洗
し
砂
金
を
選
り
分
け
る
方
法
と
、
山
に
坑

道
を
穿
っ
て
金
を
含
む
鉱
石
を
取
り
出
し
粉
砕
・
選
鉱
・
精
錬
す
る
方
法
の
二

つ
が
併
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
鉱
山
経
営
の
方
法
に
は
間
接
経
営
（
請
山
）

と
直
接
経
営
（
直
山
）
が
あ
り
、
佐
竹
領
内
で
も
二
形
態
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

大
子
町
で
は
九
つ
ほ
ど
の
金
山
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
東
山
金
山
が

依
上
地
区
に
所
在
す
る
。
も
っ
と
も
、
東
山
金
山
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）

の
佐
竹
義
宣
判
物
に
「
ひ
か
し
（
東
）
山
り
う
（
料
）
所
に
て
あ
た
ら
し
く
金

を
ほ
り
い
た
す
よ
し
肝
要
候
」
と
あ
り
、
中
世
最
末
期
の
開
発
を
思
わ
せ
る
た

め
、
そ
れ
ま
で
は
依
上
地
区
で
の
産
金
は
砂
金
採
取
に
よ
っ
た
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
依
上
地
区
は
立
地
的
に
他
勢
力
と
の
境
界

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
古
く
か
ら
の
産
金
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
が
城
館
跡
の
密

集
性
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

最
後
に
、
茨
城
県
内
の
金
山
研
究
は
萩
野
谷
悟
先
生
が
そ
の
中
心
に
な
っ
て

進
め
て
お
ら
れ
、
事
実
と
し
て
紹
介
し
た
多
く
が
先
生
の
研
究
に
依
拠
し
て
い

る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
水
戸
市
在
住
）
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旧浅川温泉 

旧上岡小学校講堂 

 
 
 

茨
城
県
北
芸
術
祭
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
川
敦
史 

 
 

茨
城
県
北
地
域
の
日
立
市
、
高
萩
市
、
北
茨
城
市
、
常
陸
太
田
市
、
常
陸
大

宮
市
、
大
子
町
の
六
市
町
を
舞
台
に
し
た
「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ａ
Ｒ
Ｔ 

二

〇
一
六 

茨
城
県
北
芸
術
祭
」
が
、
十
一
月
二
十
日
に
無
事
閉
幕
を
迎
え
た
。

県
北
地
域
に
は
、
か
つ
て
岡
倉
天
心
や
横
山
大
観
ら
が
芸
術
創
作
活
動
の
拠
点

と
し
た
五
浦
海
岸
や
ク
リ
ス
ト
の
ア
ン
ブ
レ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
世
界
の
注

目
を
集
め
た
里
山
が
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
芸
術
祭
の
開
催
地
と
し
て
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
秘
め
た
地
域
で
あ
っ
た
。
里
山
や
海
、
気
候
や
文
化
、
食
、
産
業
な
ど

県
北
の
地
域
資
源
の
魅
力
を
ア
ー
ト
の
力
で
引
き
出
し
、
新
た
な
価
値
の
発
見

や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た
。
芸
術
祭
の
テ
ー
マ
は
、「
海

か
、
山
か
、
芸
術
か
？
」
。
八
〇
組
以
上
の
国
内
外
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
芸

術
系
大
学
を
そ
ろ
え
、
県
北
の
海
や
山
の
自
然
と
対
話
す
る
作
品
や
科
学
技
術

を
利
用
し
た
先
進
的
な
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。 

 

大
子
町
で
は
、
常
陸
大
子
駅
前
商
店
街
や
廃
校
、
観
光
・
温
泉
施
設
、
袋
田

の
滝
な
ど
七
か
所
が
展
示
会
場
と
な
っ
た
。
昭
和
レ
ト
ロ
調
の
常
陸
大
子
駅
前

商
店
街
で
は
、
空
き
店
舗
や
通
り
の
至
る
所
に
東
京
藝
術
大
学
の
作
品
が
展
示

さ
れ
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
施
設
の
麗
潤
館
で
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
大
子

産
漆
の
彫
刻
や
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
作
品
の
ほ
か
、
多
く
の
招
へ
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
旧
上
岡
小
学
校
で
は
、
歴
代
の
校
長

の
肖
像
や
児
童
の
作
品
な
ど
が
飾
ら
れ
た
講

堂
に
、
漆
黒
の
液
体
に
よ
る
静
ひ
つ
な
世
界
を

生
み
出
す
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
窓
ガ
ラ
ス
や

学
校
設
備
な
ど
か
つ
て
の
時
代
の
雰
囲
気
を

そ
の
ま
ま
味
わ
え
、
十
分
な
存
在
感
を
示
し
た
。

旧
浅
川
温
泉
で
は
、
世
界
的
建
築
家
妹
島
和
世

氏
の
直
径
十
メ
ー
ト
ル
の
鏡
面
の
ア
ル
ミ
で 

で
き
た
足
湯
が
目
玉
と
な
っ
た
。
乳
白
色
に
反
射
す

る
ア
ル
ミ
の
面
と
緩
や
か
に
揺
れ
る
お
湯
の
面
に
そ

れ
ぞ
れ
風
景
や
空
が
映
り
込
み
、
不
思
議
な
景
色
が

生
ま
れ
た
。
袋
田
の
滝
で
は
、
観
瀑
台
に
向
か
う
ト

ン
ネ
ル
の
天
井
に
久
慈
川
の
流
れ
を
表
現
し
た
光
る

オ
ブ
ジ
ェ
が
展
示
さ
れ
た
。
大
胆
な
う
ね
り
が
ゆ
る

や
か
に
光
り
、
色
が
変
化
し
て
、
滝
の
音
と
作
品
の

光
が
相
ま
っ
た
。 

 

今
回
は
、
芸
術
祭
を
一
緒
に
作
っ
て
い
く
サ
ポ
ー

タ
ー
を
地
元
か
ら
募
集
し
た
。
展
示
会
場
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
身
振
り
手
振

り
を
ま
じ
え
た
地
元
の
こ
と
ば
で
作
品
の
概
要
を
熱
心
に
説
明
し
、
地
域
住
民

に
よ
る
お
も
て
な
し
の
一
助
と
な
っ
た
。
あ
る
年
配
女
性
サ
ポ
ー
タ
ー
の
説
明

は
評
判
と
な
り
、
そ
の
方
を
目
当
て
に
何
度
も
訪
れ
る
方
も
い
た
と
い
う
。 

 

県
北
の
各
展
示
会
場
は
、
週
末
を
中
心
に
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
来
場
者

総
数
は
目
標
の
三
〇
万
人
を
大
幅
に
超
え
、
最
終
的
に
は
約
七
七
万
人
に
な
っ

た
。
大
子
町
で
は
、
折
か
ら
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
り
、
芸
術
祭
と
の
相
乗

効
果
で
約
十
七
万
人
に
も
上
っ
た
。
芸
術
祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
し
た
女

性
グ
ル
ー
プ
や
学
生
、
家
族
連
れ
の
姿
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
展
示
会
場
周
辺

の
飲
食
店
で
は
、
鑑
賞
の
合
い
間
に
立
ち
寄
る
来
場
者
で
行
列
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
地
元
商
店
主
は
「
芸
術
祭
を
機
に
初
め
て
来
店
す
る
方
も
多
い
」
と

実
感
し
、
観
光
施
設
な
ど
の
関
係
者
は
「
芸
術
祭
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
方
に

施
設
を
見
て
も
ら
い
、
将
来
的
な
利
用
促
進
に
つ
な
げ
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。 

 

地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
地
域
住
民
も
参
加
し
て
盛
り
上
げ
、
一
時
的

に
地
域
に
活
気
が
出
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
期
内
だ
け
で
な
く
、

芸
術
祭
効
果
を
ど
の
よ
う
に
そ
の
後
に
繋
げ
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。
地
域

住
民
が
創
造
的
に
な
り
、
地
場
産
業
や
生
活
に
活
か
せ
な
い
と
本
当
の
意
味
で

の
地
域
の
活
性
化
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
芸
術
祭
を
契
機
に
、
町
内
に
お
け
る

ア
ー
ト
へ
の
関
心
や
理
解
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ー
ト
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

（
大
子
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
） 
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「
高
田
久
右
衛
門
日
記
」
に
見
る
保
内 

  

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
水
戸
藩
領
の
主
要
な
産
物
で
あ
る
蒟
蒻
を
管
理

し
、
収
益
を
得
る
た
め
の
蒟
蒻
会
所
が
袋
田
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
会
所
を

通
じ
た
蒟
蒻
流
通
が
盛
ん
に
な
っ
た
安
政
四
年
及
び
六
～
七
年
に
、
上
方
方

面
へ
の
蒟
蒻
の
一
手
販
売
の
特
権
を
得
る
た
め
、
大
坂
高
麗
町
一
丁
目
の
商

人
羽
州
屋
高
田
久
右
衛
門
が
保
内
を
訪
れ
て
い
ま
す
（
高
田
久
右
衛
門
に
つ
い

て
は
『
大
子
町
史 

通
史
編 

上
巻
』
五
三
七
～
五
三
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
事
）
。
こ
の
時

に
記
さ
れ
た
日
記
は
、
水
戸
藩
の
蒟
蒻
流
通
史
を
探
る
上
で
の
重
要
史
料
と

し
て
著
名
で
す
が
、
同
時
に
安
政
年
間
の
保
内
を
訪
れ
た
一
個
人
の
記
録
と

し
て
も
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。
保
内
の
生
活
史
を
知
る
た
め
の
史
料
と
し

て
、
「
高
田
久
右
衛
門
日
記
」
を
読
み
直
し
て
み
ま
す
。 

 

※
以
下
史
料
引
用
文
中
の
（ 

）
は
著
者
補
注
で
す
。 

 [

保
内
の
温
泉
利
用] 

 

久
右
衛
門
は
度
々
保
内
で
温
泉
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
安
政
四
年
九
月
二

十
二
日
に
は
「
湯
澤
□
（
八
ヵ
）
ツ
半
着
、
庄
右
衛
門
殿
兼
而
河
井
氏
よ
り
案

内
致
シ
置
候
ニ
付
、
温
泉
湯
焚
入
湯
ス
、
日
暮
て
御
湯
出
ル
」
と
あ
る
よ
う

に
西
金
の
湯
沢
温
泉
に
入
浴
し
、
袋
田
村
山
横
目
の
櫻
岡
家
に
滞
在
し
て
い

た
同
年
十
月
三
日
の
雨
の
日
に
は
、
同
宿
し
て
い
た
浅
川
村
の
藤
田
助
三
郎

と
と
も
に
「
温
水
焚
、
湯
（
袋
田
温
泉
）
ニ
入
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

同
年
十
月
二
十
三
日
や
安
政
六
年
十
一
月
十
九
日
に
袋
田
温
泉
利
用
の
記
事

が
出
て
く
る
よ
う
に
、
外
部
か
ら
保
内
を
訪
れ
た
人
に
と
っ
て
、
温
泉
は
身

近
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

湯
沢
・
袋
田
温
泉
と
も
に
、
温
泉
の
湯
を
焚
く
と
い
う
表
記
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
は
温
泉
の
泉
温
が
低
く
、
温
泉
を
沸
か
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

比
較
的
温
か
い
袋
田
温
泉
の
お
湯
（
明
治
四
十
三
年
の
記
録
で
は
泉
温
三
四
度
）

で
す
ら
、
「
冬
日
は
風
呂
に
な
さ
ざ
れ
ば
浴
し
が
た
し
」
（
「
水
府
志
料
」
）
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
湯
沢
温
泉
も
管
理
の
た
め
に
、
水
戸
藩
か
ら
年
六
〇

〇
駄
の
槇
が
下
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
加
藤
寛
斎
「
常
陸
北
郡
里
程
間
数
之
記
」
）
。 

 [

袋
田
村
の
小
正
月] 

安
政
七
年
正
月
十
四
日
に
袋
田
村
で
行
わ
れ
た
小
正
月
の
行
事
の
様
子

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
は
、「
水
木
樫
の
木
に
だ
ん
ご
さ
し
、
山
桑
ニ

も
ち
を
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
春
や
一
年
の
豊
作
を
祈
る
餅
花
の
行
事

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
夜
に
入
る
と
、「
鳥
お
い
」
と
い
う
名
の
夜
更
か
し
行
事

が
行
わ
れ
ま
す
。
久
右
衛
門
に
よ
る
と
、
「
村
中
子
供
等
若
も
の
女
入
交
り
、

小
家
を
か
け
、
中
ニ
而
酒
肴
も
ち
抷
を
焼
、
夜
通
し
小
う
た
雑
う
た
手
ひ
よ

し
（
拍
子
）
ニ
而
夜
明
ス
」
と
大
変
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
日
は
行
事
食
と
し
て
、
家
毎
に
餅
や
豆
腐
を
田
楽
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。 

 [

蒟
蒻
と
頃
藤
河
岸] 

 

久
慈
川
水
運
は
下
野
宮
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
大
子
地
域
は
急
流
が
多
く
、

ま
た
浅
底
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
水
運
に
適
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
頃
藤
以
南
は
川
幅
が
広
が
り
、
小
舟
で
な
く
と
も
通

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
原
南
陽
「
紀
遊
保
内
」
）
。 

 

袋
田
蒟
蒻
会
所
を
通
し
て
出
荷
さ
れ
る
蒟
蒻
は
、
久
慈
川
を
介
し
て
江

戸
・
上
方
方
面
、
奥
州
方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
荷
物
を
船
に

乗
せ
る
場
が
頃
藤
河
岸
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
久
右
衛
門
も
そ
の
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
従
者
の
和
助
を
度
々
「
頃
藤
河
岸
改
」
に
向
か
わ
せ
て
い

ま
す
。
久
右
衛
門
自
身
も
、
西
金
・
山
方
方
面
に
向
か
う
途
中
、
頃
藤
河
岸

で
「
荷
物
川
下
ゲ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
高
田
久
右
衛
門
日
記
」
は
、
金
澤
春
友
氏
に
よ
り
水
戸
藩
産
業
史
研
究

会
『
会
報
』
二
号
及
び
四
号
（
水
戸
藩
産
業
史
研
究
会
『
水
戸
郷
土
研
究
』

上
巻
、
一
九
八
二
年
刊
行
に
再
録
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
藤
井
達
也
）
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生
瀬
の
乱
の
記
事
の
あ
る
「
近
代
諸
士
伝
略
」
と 

伊
奈
備
前
守
没
年
の
問
題
点(

下) 高
橋
裕
文 

  こ
の
諸
家
譜
に
は
常
陸
の
一
揆
は
出
て
こ
な
い
し
、
そ
の
前
の
「
寛
永
諸

家
系
図
」
や
伊
奈
忠
次
頌
徳
碑
に
も
そ
れ
は
な
い
所
か
ら
見
て
、「
近
代
諸
士

伝
略
」
の
常
陸
の
一
揆
討
伐
の
記
事
は
編
者
の
浅
羽
昌
儀
が
お
そ
ら
く
巻
頭

言
に
あ
る
よ
う
に
水
戸
藩
家
中
の
古
老
よ
り
聞
い
た
話
し
を
書
き
加
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
奈
備
前
は
車
丹
波
の
一
揆
鎮
圧
に
は
関
わ
っ
て
い
な

い
の
で
、
こ
れ
が
生
瀬
の
乱
の
伝
承
を
採
集
し
た
最
初
の
記
事
と
い
う
こ
と

と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
諸
家
譜
に
よ
れ
ば
高
倉
逸
斎
を
迷
わ
せ
た
備
前
守
叙

任
も
慶
長
五
年
の
こ
と
で
あ
り
、
常
陸
の
一
揆
と
は
何
の
関
係
も
な
く
、
や

は
り
高
倉
が
最
初
に
認
定
し
た
よ
う
に
生
瀬
の
一
揆
は
慶
長
十
四
年(

一
六
〇

九)

の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

最
後
に
、
疑
問
と
し
て
残
る
の
は
伊
奈
忠
次
が
亡
く
な
っ
た
年
が
諸
家
譜

で
は
慶
長
十
五
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
前
の
諸
士
伝
略
や
忠
次
頌
徳

碑
で
は
慶
長
十
九
年
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
水
戸
領
後
台

村
に
あ
っ
た
源
長
寺
の
伊
奈
備
前
位
牌
で
も
同
じ
く
慶
長
十
九
年
で
あ
り
、

単
に
「
五
」
を
「
九
」
と
間
違
っ
た
だ
け
と
は
思
え
な
い
。
水
戸
領
の
年
貢

状
か
ら
伊
奈
備
前
の
名
前
が
消
え
る
の
は
慶
長
十
五
年
か
ら
で
あ
り
、
慶
長

十
五
年
死
去
は
疑
い
が
な
い
。
川
口
市
の
源
長
寺
は
元
和
四
年(

一
六
一
八)
創

建
で
あ
り
、
後
台
村
の
源
長
寺
は
伊
奈
備
前
の
代
官
新
屋
忠
兵
衛
が
伊
奈
忠

次
の
菩
提
供
養
の
た
め
そ
の
戒
名
勝
林
院
秀
誉
源
長
に
ち
な
ん
で
寺
号
を
付

け
、
常
福
寺
一
一
代
炎
誉
証
人
に
よ
り
開
基
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
伊
奈
備
前
守
忠
次
は
生
瀬
の
乱
の
翌
年
の
慶
長
十
五
年
に
水
戸
領
内
で

亡
く
な
り
、
何
ら
か
の
都
合
に
よ
り
幕
府
側(

林
羅
山
・
鵞
峰)

や
伊
奈
家
が
十

九
年
ま
で
四
年
間
も
死
亡
を
伏
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
あ
れ
ば
、
伊
奈
備
前
の
死
に
つ
い
て
も
一
般
に
知
ら
れ
た
く
な
い
よ
う
な

出
来
事
が
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
と
言
え
よ
う
。 

（
那
珂
市
在
住
） 

私
の
太
平
洋
戦
争
記
（
七
） 

野
内
泰
子 

 

私
た
ち
が
言
葉
も
な
く
そ
の
辺
り
を
見
回
っ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
友
だ
ち
が
出
て
来
た
。
お
互
い
無
事
を
喜
ん
だ
が
、
家
を
飛
ば
さ
れ
て

し
ま
っ
た
友
達
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
友
達
は
皆
無
事

と
の
こ
と
で
ひ
と
ま
ず
安
心
し
た
。 

 

そ
の
晩
も
ま
た
、
艦
砲
射
撃
が
あ
る
か
ら
海
岸
の
方
へ
逃
げ
る
よ
う
に
と

ど
こ
か
ら
か
連
絡
が
入
り
、
夕
方
身
の
廻
り
の
品
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
、
急

い
で
炊
い
た
ご
は
ん
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
そ
れ
ぞ
れ
が
荷
物
の
中
に
入
れ

て
、
夕
方
ま
だ
暗
く
な
る
前
に
家
を
出
た
。
隣
り
組
の
人
達
が
一
団
と
な
り

列
を
組
ん
で
黙
々
と
松
林
の
中
を
ひ
た
す
ら
海
の
方
へ
向
か
っ
て
歩
い
た
。

昨
夜
降
っ
た
雨
の
た
め
か
林
の
中
の
道
は
ぬ
か
る
ん
で
い
た
。
海
岸
に
近
い

方
が
砲
弾
が
落
ち
る
危
険
が
少
な
い
か
ら
と
誰
言
う
と
な
く
情
報
が
伝
わ
り
、

松
林
が
切
れ
る
あ
た
り
で
夕
食
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
。
下
が
ぬ
れ
て
い
る

の
で
荷
物
を
背
負
っ
て
立
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
と
い
う
物
は

な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
幸
い
、
そ
の
夜
は
何
事
も
な
く
、
夜
が
明
け
る
頃
に

家
に
戻
っ
た
。
こ
ん
な
状
態
で
学
校
に
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な
っ

た
が
、
あ
と
二
、
三
日
で
夏
休
み
に
な
る
時
期
で
あ
っ
た
。
み
ん
な
で
家
に

帰
り
つ
き
、
家
の
内
外
の
片
づ
け
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
兄
と
叔
父
（
母

の
実
家
の
弟
）
が
、
Ｎ
さ
ん
宅
に
尋
ね
て
来
た
。「
勝
田
が
艦
砲
射
撃
を
受
け
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
」
、
「
全
滅
し
た
」
等
の
情
報
が
あ
り
、
私
の
安
否
を

尋
ね
る
方
法
も
な
く
、
二
人
で
自
転
車
で
生
瀬
か
ら
勝
田
ま
で
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
の
で
あ
る
。
挨
拶
を
交
わ
す
間
も
あ
わ
た
だ
し
く
、
私
は
兄
の
自
転

車
の
荷
台
に
乗
り
、
夜
具
や
衣
類
な
ど
も
二
台
の
自
転
車
に
分
け
て
乗
せ
て

勝
田
を
立
っ
た
。
も
う
こ
こ
に
来
て
は
、
水
戸
も
遠
か
ら
ず
危
う
い
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
し
、
取
り
あ
え
ず
生
瀬
へ
逃
げ
た
方
が
身
の
安
全
は
図
れ
る
だ

ろ
う
、
と
に
か
く
、
一
刻
も
早
く
田
舎
へ
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
夕
方
に
近
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か
っ
た
が
、
慌
た
だ
し
く
Ｎ
さ
ん
宅
に
別
れ
を
告
げ
て
自
転
車
に
乗
っ
た
。

青
柳
あ
た
り
ま
で
来
た
と
き
、
も
う
す
っ
か
り
夜
に
つ
つ
ま
れ
、
こ
れ
以
上

は
危
険
と
い
う
こ
と
で
、
青
柳
の
知
り
合
い
の
家
を
た
ず
ね
て
一
晩
泊
め
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
き
な
農
家
で
、
白
い
ご
は
ん
に
産
み
た
て
の
卵

で
も
て
な
し
て
く
れ
、
そ
の
晩
は
死
ん
だ
よ
う
に
眠
っ
た
。 

 

次
の
朝
、
近
く
の
青
柳
駅
に
行
っ
て
み
る
と
汽
車
が
通
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
私
だ
け
が
汽
車
で
袋
田
駅
ま
で
帰
る
こ
と
に
な
り
、
叔
父
と
兄
は
、

二
台
の
自
転
車
に
荷
物
を
積
み
か
え
て
田
舎
を
目
ざ
し
た
。
袋
田
駅
で
合
流

し
、
ま
た
自
転
車
の
荷
台
に
乗
せ
ら
れ
て
生
瀬
に
辿
り
つ
い
た
。
勝
田
の
様

子
が
全
く
わ
か
ら
ず
、
心
配
の
極
み
に
達
し
て
い
た
母
や
祖
母
が
、
突
然
帰

っ
て
き
た
私
達
を
見
て
言
葉
も
な
く
立
ち
す
く
ん
だ
。 

 

学
校
の
様
子
も
心
配
だ
っ
た
が
、
夏
休
み
の
前
だ
っ
た
の
で
し
ば
ら
く
休

む
し
か
な
い
と
心
を
決
め
た
。
そ
し
て
、
八
月
二
日
未
明
、
水
戸
空
襲
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
は
、
主
要
都
市
の
大
部
分
が
次
々
と
空
爆
を
受

け
焼
け
野
原
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
先
き
行
き
は
真
っ
暗
と
な
っ

た
。
学
校
に
帰
る
望
み
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
も
全
く

わ
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
し
て
同
月
六
日
に
広
島
、
九
日
に
は
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
と
な
っ
た
。
そ
の
前
日
に
は
ソ
連
軍
が
日
本
に
宣
戦
布
告
し
、

ソ
連
軍
が
国
境
を
突
破
し
て
き
た
。 

八
月
十
四
日
、
御
前
会
議
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
が
決
定
さ
れ
た
。
翌

十
五
日
、
天
皇
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る
旨
が
放
送
さ
れ
、
日
本
の
降

伏
が
決
ま
っ
た
。
こ
こ
に
三
年
八
か
月
に
及
ぶ
太
平
洋
戦
争
は
終
結
し
た
の

で
あ
る
。 

 

終
戦
を
迎
え
て
や
っ
と
、
敵
機
に
お
び
え
る
こ
と
も
空
爆
に
逃
げ
ま
ど
う

こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
黒
い
覆
い
を
取
り
払
い
、
明
る
い
燈
火
の
下
で
食
事

を
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
平
和
に
は
な
っ
た
が
私

達
の
生
活
が
す
ぐ
良
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
あ
と
の
数

年
間
の
窮
乏
生
活
の
方
が
厳
し
く
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
か
ら
半
世
紀
以
上
。
私
が
子
ど

も
の
頃
、
歴
史
の
学
習
で
日
清
・
日
露
戦
争
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
き
、
戦
後

四
十
年
か
五
十
年
で
あ
っ
た
。
だ
が
太
平
洋
戦
争
か
ら
も
、
は
や
七
十
年
余

も
経
と
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
七
十
年
余
を
経
た
今
で
も
、
あ
の

戦
争
の
記
憶
は
薄
れ
て
い
な
い
。
当
時
、
子
ど
も
だ
っ
た
か
ら
尚
更
、
心
に

受
け
た
痛
み
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
天
災
は
人
間
の
力

で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。
し
か
し
、
戦
争
は
人
災
で
あ
り
、
避
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
世
界
中
を
み
る
と
、
決
し
て
平
和

と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
人
間
の
知
恵
を
以
て
平
和
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
心
構
え
は
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
（
完
） 
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